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１ はじめに

• 2021年第4回「対話システムライブコンペティション4」 [1]          
予選2年連続1位

• 2020年第3回「対話システムライブコンペティション3」 [2]               
予選・本選 1位
「談話研究の知見を活用した対話システム」 [3]



２ 目的

• 特定のシチュエーションに適した人間らしい対話

• 対話戦略を駆使したシナリオ構成が鍵

• 語用論の知見を活かし，相手を気遣ったり，相手の気持ちを察し
たりできる対話システムの構築



発語内行為

含意
結束性

語用論



３ 語用論の知見を取り入れた対話戦略
３．１ 発語内行為と含意

• 発話された表現に文字通り表れない言語行為

• 発語行為の背後にある意図や心的態度のことを
「発語内行為 (illocutionary act)」 [4][5] という

• 発話には表面的意味のほかに「含意 (conversational 
implicature)」 [6] が潜んでいることが多い

例）命令，依頼，約束，感謝など



ユーザの気持ちを察するシナリオ構成の工夫

ユーザのどの発話にも「断り」という含意

断りたい 同期？誰が
参加するの？

そうなんだ

今のところ，佐藤，
鈴木，高橋，渡辺，
小林が参加予定で，
みんな湯川さんを
誘って欲しいって
言ってるんです



譲歩 説得 好意 説得 好意

褒め 察し 話題転換 褒め 説得

察し 謝罪 了解 謝罪 挨拶

ユーザの気持ちを察するシナリオ構成の工夫

システムのどの発話にも「誘い」という含意



対話戦略と対話例



対話戦略と対話例



３．２ 「結束性」を応用したシステム構成

•チャットボットプラットフォームSUNABA（ドコモ）利用

•ルールベース型の雑談対話システム（非タスク指向型対話システム）

•ルールは任意の入力を表すワイルドカード（*）と ユーザ発話に応じた分岐

•「結束性」を応用

「結束性 (cohesion)」 情報の連続性を保証するもの[7]

ハリデイの理論によると「発話がテクストであるためには，その発話が

発話の直接的場面に結びついていて，その発話を構成する一連の文は

対話では発話者が交代しようと，互いに結びついていて，発話の流れに

連続性がなくてはならない」[8][9]というもの



「小林」がどこで発話されても対応できるように工夫した分岐
「小林」が何度発話されても破綻せず辻褄が合うよう「結束性」応用



4  結果・分析

• クラウドワーカー 52人

• どれくらい（シチュエーションに適した）
人らしい会話か

• 5段階評価

• 評価値 4.192 （最大値 5.0）

• 12チーム中1位
• 最大値5 50%

• 4以上 81%



４．１ 発語内行為と含意を活用した成果



雑談対話システムに求められる人間らしさ

気遣い

個性破綻なし

気持ちを汲み取る

思いやる気持ち 事情を察する

自然

うまくかみ合う

違和感ない

スムーズな会話

奥ゆかしい

慎み深い

うまい

話の
展開
切替

日本人

人間
らしさ

人間との違い
わからない



４．２ 「結束性」を応用したシステム構成の成果

• 「小林」に言及 5人（52人中）

• いずれも辻褄の合う対話となる

• 評価 5人全員 最高点5

• 最多 6つのターンで繰り返し「小林」に言及



結束性を応用したシステム構成の成果例



まとめ

• 第4回「対話システムライブコンペティション4」シチュエーショントラック
予選1位獲得の対話システムの詳細

• 相手を気遣う

• 「発語内行為」，「含意」を活用したユーザの気持ちを察する対話戦略・
シナリオ構成

• 「結束性」を応用したシステム構成

• 評価者のコメント分析：「気遣い」「破綻なし」「個性」が求められる

• 雑談対話システムに「求められる人間らしさ」を追究
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ご清聴ありがとうございました
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